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令和６年第１０回教育委員会会議 議事録 

 

 

１ 期  日 令和６年７月１１日 木曜日 

２ 場  所 教育委員室 

３ 開  会 午後２時 

４ 閉  会 午後２時３０分 

５ 出 席 者  教育長 安田 浩幸 

       委 員 吉村 昌之 

           大塚 和歌子 

奥 真由美 

松塚 智宏 

  

６ 説明のための出席者 

教育次長      小林 栄幸        教育次長     藤澤  修 

総務課長      高島 知行     高校教育課長   久慈 隆正 

特別支援教育課長  熊谷  司       

 

７ 会議に付した事項 

議案第２１号 秋田県立高等学校学則の一部を改正する規則案について 

議案第２２号 秋田県産業教育審議会委員の任命について 

議案第２３号 第２５期秋田県障害児就学審議会委員の任命について 

 

８ 可決した事項 

議案第２１号 秋田県立高等学校学則の一部を改正する規則案について 

議案第２２号 秋田県産業教育審議会委員の任命について 

議案第２３号 第２５期秋田県障害児就学審議会委員の任命について 

 

９ 報告事項 

・令和６年度秋田県立秋田明徳館高等学校「科目履修口座」について 

 

10 会議の要旨 

 

【安田教育長】 

 ただいまから、令和６年第１０回教育委員会会議を開催いたします。 

 本日の議事録署名員は４番奥委員と５番松塚委員にお願いします。 

 なお、３番伊勢委員は本日欠席しております。 

 はじめに、議案第２１号「秋田県立高等学校学則の一部を改正する規則案について」高校教

育課長から説明をお願いします。 
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【高校教育課長】 

議案第２１号「秋田県立高等学校学則の一部を改正する規則案について」説明概要 

・平成28年度からの第７次秋田県高等学校総合整備計画を着実に遂行するにあたり、秋田県立高

等学校の生徒定員を改めるもの。 

・令和７年度の学級減のほか、令和５年度、令和６年度に実施した学級減に伴う生徒定員の変更

に関して所要の規定を整備しようとするもの。 

 

【安田教育長】 

ただいまの説明について質疑等ございませんか。 

 

【吉村委員】 

生徒定員を減らす上で考えられるメリットはありますか。 

 

【高校教育課長】 

秋田市内においてはかなりの競争倍率があり、県北県南の倍率は割れているという部分で中学

校側からは定数を調整して欲しいといった話を聞いておりますが、第８次秋田県高等学校総合整

備計画も取り入れながら、一定の学校規模を作っていきたいと思います。 

 

【吉村委員】 

生徒定数が減っていくことで生徒たちの志望先も変化していくと思いますので、定員を減らす

際は慎重に行って欲しいと思います。 

 

【安田教育長】 

他になければ、表決を採ってよろしいでしょうか。 

 

【全委員】 

異議なし。 

 

【安田教育長】 

では、表決を採ります。 

議案第２１号を原案どおり可決することでよろしいでしょうか。 

 

【全委員】 

異議なし。 

 

【安田教育長】 

それでは、議案第２１号を原案どおり可決します。 

次に、議案第２２号「秋田県産業教育審議会委員の任命について」高校教育課長から説明をお

願いします。 
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【高校教育課長】 

議案第２２号「秋田県産業教育審議会委員の任命について」説明概要 

・秋田県産業教育審議会委員の異動に伴い、後任の任命について県教育委員会の承認を得るも

の。 

・委員の任命については、産業教育振興法に基づき知事に意見聴取をし、異存なしと回答を受

けている。 

・秋田県産業教育審議会は、産業教育振興法及び条例に基づいて設置し、秋田市内の専門高校

を会場に年１回開催している。 

 

【安田教育長】 

ただいまの説明について質疑等ございませんか。 

 

【奥委員】 

私も以前にこの委員を務めさせていただきましたが、任期は最長でいつまでになるのでしょ

うか。多様な専門的人材というのは秋田県内にたくさんいらっしゃると思います。同じ方に再

任を依頼するのではなく、色々な方々に依頼した方が良いと思います。 

 

【高校教育課長】 

通常任期は２期４年を目安としており、来年度が更新の時期となりますので改めて選出をさ

せていただくところです。しかし、分野によっては何名か再任させていただく場合もございま

す。 

 

【松塚委員】 

産業経済分野の委員の業種を見るとサービス業や小売業の方が多く見受けられます。一方で、

将来的に建設産業の部分が今後ＩＣＴによって働き方と求める能力が全く変わっていくと思う

のですが、そういった分野の方々も委員として加わることで今後どういった教育が必要になる

かという話になると思いますので、是非選出を検討していただければと思います。 

また、教育分野から選出されている先生方について、教育研究会の中に農業部会や工業部会

があると伺っているのですが、これは公の団体なのか、それとも任意の団体なのかお伺いした

いです。 

 

【高校教育課長】 

高等学校教育研究会は先生方がそれぞれ自主的に研修するような任意団体となっております。 

 

【松塚委員】 

県内で会議をやる以上中央部での学校の視察及び会議を行うことが非常に望ましいというこ

とは重々承知なのですが、県北県南地域においては地域の課題が大きく出ているところもござ

いますので、そういった声も取り入れていただきたいです。特に県北出身の委員がいらっしゃ

らないのは非常に地域課題として届きづらい状況だと思いますので、こちらについても検討し
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ていただければと思います。 

 

【安田教育長】 

来年度は業種や地域のバランスを鑑み、審議して決めさせていただきます。 

 

【大塚委員】 

産業教育審議会の議事録を見るのは初めてなので、是非じっくりと読ませていただきたいと

思います。 

また、私も県北地域の方が委員にいないことが気になりました。県北出身の方から見た目線

というものもあると思いますので、一人でも委員になっていただければと思います。 

 

【安田教育長】 

他になければ、表決を採ってよろしいでしょうか。 

 

【全委員】 

異議なし。 

 

【安田教育長】 

では、表決を採ります。 

議案第２２号を原案どおり可決することでよろしいでしょうか。 

 

【全委員】 

異議なし。 

 

【安田教育長】 

それでは、議案第２２号を原案どおり可決します。 

次に、議案第２３号「第２５期秋田県障害児就学審議会委員の任命について」特別支援教育課

長から説明をお願いします。 

 

【特別支援教育課長】 

議案第２３号「第２５期秋田県障害児就学審議会委員の任命について」説明概要 

・令和６年度定期人事異動により議員 18 名の内、教育関係者３名、関係行政機関職員１名の異

動があったため、その後任について承認を得る必要がある。 

・任期は令和６年８月５日から令和７年８月４日の１年間である。 

・今年度の審議会は令和７年１月１６日に開催する予定である。 

 

【大塚委員】 

一般公募で選出された委員の方は何をされている方なのでしょうか。 
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【特別支援教育課長】 

特別支援学校卒業生の保護者です。 

 

【安田教育長】 

他になければ、表決を採ってよろしいでしょうか。 

 

【全委員】 

異議なし。 

 

【安田教育長】 

では、表決を採ります。 

議案第２３号を原案どおり可決することでよろしいでしょうか。 

 

【全委員】 

異議なし。 

 

【安田教育長】 

それでは、議案第２３号を原案どおり可決します。 

次に、報告事項の「令和６年度秋田県立秋田明徳館高等学校科目履修講座について」高校教育

課長から説明をお願いします。 

 

【高校教育課長】 

 報告事項「令和６年度秋田県立秋田明徳館高等学校科目履修講座について」説明概要 

・開講日は令和６年 10 月１日から令和７年２月 11 日までである。 

・後期から募集する講座は、英会話、ハングル語である。 

・本講座の募集については、各市町村教育委員会に広く周知をしているほか、秋田市の広報や

魁新報、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞への掲載を依頼する予定である。 

 

【松塚委員】 

将来的に講座をインターネット上で配信して、遠方の方でも受講できるようにしていただき

たい。 

 

【奥委員】 

それぞれ募集人数が 25 名とありますが、定員に満たない講座はあるのでしょうか。また、こ

こ数年の受講者の人数がわかれば教えていただきたいです。 

 

【高校教育課長】 

現在開講しているものについては定員をある程度満たしており、過去にはロシア語や中国語

の講座を行っていましたが、そちらに関しては受講者が少ないということで廃止しております。 
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 昨年度の受講者数について、英会話初級が 18 名、英会話中級が 15 名、ハングル語初級が 15

名、ハングル語中級が 17 名、秋田の歴史入門が 24 名、専門郷土史が 24 名受講しておりました。 

 

【奥委員】 

受講者数が少なければ廃止してしまうのは残念ですが仕方がないことだと思います。 

将来的に例えばですがＩＴ関連の講座など新たに開設を考えている講座などはありますか。 

 

【高校教育課長】 

民間の講座もございますので、現時点では考えておりません。 

 

【吉村委員】 

対象が一般社会人と明徳館高校の生徒ということですが、高校生は何名受講しているのでし

ょうか。 

 

【高校教育課長】 

昨年度ですと英会話中級が１名、ハングル語初級が３名、ハングル語中級が１名受講してお

りました。今年度は受講する生徒が増加しており、英会話初級が 10 名、ハングル語初級が 10

名、ハングル語中級が１名、秋田の歴史入門が５名、専門郷土史１名の合計 27 名がそれぞれ受

講しております。 

 

【吉村委員】 

 前年度に比べ高校生の受講者数が増え嬉しく思います。私も松塚委員と同じように通信で行

って欲しいと常々考えており、そうすることで受講される方も増えるのではないかと思います。 

 

【安田教育長】 

 予定された案件は以上ですが、他にございませんか。 

 特になければ、以上で本日の会議を閉じます。お疲れさまでした。 

 

 

 

 

                                         教 育 長 

 

 

                                         ４   番 

 

 

                                         ５   番 


